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鳥取県東部地区の
幼保小連携・接続について
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１．幼保小接続の考え方・方向性

– 小学校学習指導要領総則 第２ ４「学校段階等間の接続」

– 幼稚園教育要領総則 第３ ５「小学校教育との接続に当たっての留意

事項」

– 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

– 円滑な連携・接続のためのポイント「３つのつなぐ」
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（中央教育審議初等中等教育分科会教育課程部会幼児教育部会 資料）



幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を踏まえた指導を工夫すること
により、幼稚園教育要領等に基づく幼児期の教育を通して育まれた資質・
能力を踏まえて教育活動を実施し、児童が主体的に自己を発揮しながら学
びに向かうことができるようにすること。
また、低学年における教育全体において、例えば生活科において育成す

る自立し生活を豊かにしていくための資質・能力が、他教科等の学習にお
いても生かされるようにするなど、教科等間の関連を積極的に図り、幼児
期の教育及び中学年以降の教育との円滑な接続が図られるよう工夫するこ
と。特に、小学校入学当初においては、幼児期において自発的な活動とし
ての遊びを通して育まれてきたことが、各教科等における学習に円滑に接
続されるよう、生活科を中心に、合科的・関連的な指導や弾力的な時間割
の設定など、指導の工夫や指導計画の作成を行うこと。

「小学校学習指導要領」 総則 第２ 教育課程の編成 ４ 学校段階等間の接続



「令和2年度幼稚園担当指導主事・担当者会議」資料



幼児期の終わりまでに育ってほしい姿

「幼稚園教育要領中央説明会」資料
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「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」
は、幼児期の教育を通して資質・能力が
育まれている幼児の具体的な姿。

【留意点】

• 方向性の目標であり、到達すべき目標では
ない。

• 遊びの中で総合的に育まれるものであり、
個別に取り出されて指導されるものではな
い。

• ０歳からの指導の積み重ねで見られるよう
になるものであり、５歳の後半に突然見られ
るようになるものではない。

• 全ての子どもに同じように見られるものでは
ない。

５歳児後半の姿であると同時に小学校の始まりの姿でもあります。この姿を
幼保小が子どもの育ちを捉える手掛かりとして共有していくことが重要です。
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「鳥取県幼稚園教育課程等研究協議会」 文部科学省教科調査官資料
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幼児期の教育における成果
を小学校へ確実につなぐこと

園での体験や学びを、小学
校での学びに生かすこと

互いの教育内容を改善・充実させ
る取組へと進展していくこと

「鳥取県幼保小接続ハンドブック」（P４）

幼児期の終わりまで
に育ってほしい姿

スタートカリキュラム
の実施

円滑な連携・接続のためのポイント



「鳥取県幼保小接続ハンドブック」（P６）

円滑な連携・接続のためのポイント「３つのつなぐ」

連携 接続
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「鳥取県幼保小接続ハンドブック」（P３）

＊組織（園、小学校、市町村等）が
つながることを通して、人（園児・児
童・教職員・市町村担当者等）がつ
ながること
《具体的な取組例》
・園児と児童の交流活動
・教職員の研修会 等

＊教育課程・教育がつながること
《具体的な取組例》
・接続カリキュラムの編成・実施
・連携したことをもとに自園・自校の
教育の改善・充実
・接続カリキュラムと教育課程とのつ
ながりの確保 等

連携とは 接続とは

連携から接続へ
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２．東部地区の幼保小接続の状況と取組事例

– 合同研修会・保育体験実施状況

– 管理職の連絡協議会実施状況

– 生活科における幼保連携単元の有無

– アプローチカリキュラム・スタートカリキュラムについて
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東部地区の幼保小接続の状況について

学校教育実施状況調査

相互理解の機会の
確保が必要

どの項目もコロナ禍の
ため下がっているが、吹
き出しに記載していること
が大切である。



東部地区の幼保小接続の状況について

学校教育実施状況調査

組織としての連携体制の
確立が必要



東部地区の幼保小接続の状況について

学校教育実施状況調査

指導計画への交流活動の位置付け
と合わせて互いのねらいのある

交流の実施が必要



アプローチカリキュラム編成のポイント

「鳥取県幼保小接続ハンドブック」（P１３）
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スタートカリキュラム編成のポイント

「鳥取県幼保小接続ハンドブック」（P１４）



「幼稚園教育要領中央説明会」資料



「鳥取県幼児教育振興プログラム（第２次改訂版）」（Ｐ１５）

幼児期の学びを生かした指導 ～幼児期の育ちを小学校につなぐ～
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平成３０年３月

鳥取県幼児教育センター

（小中学校課幼児教育担当）
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【鳥取市の実践】
接続ハンドブックＰ４２



【鳥取市の実践】
接続ハンドブックＰ１５



令和２年度幼保小連携接続推進事業（東部地区）
<事業実施校・園>

鳥取市立面影小学校
鳥取市立白ゆり保育園
認定こども園 さくら幼稚園・さくら保育園

<事業内容>
（１）幼保小連携体制の整備
○園、小学校の相互理解の充実
・子ども同士の交流活動
・幼保小合同研修会の開催

○桜ヶ丘中学校区「めざす子ども像」にむけて
（２）接続カリキュラムの編成・改善
（３）各園・学校における教育・保育の充実

各園・校の実践・取組については、
それぞれのスライドを御覧ください。
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【申込方法】
① 各教育局・小中学校課（
幼児教育センター）ホー
ムページより、依頼文の
様式をダウンロード

② 必要事項を記入し、所管
教育局へ提出

 事前に教育局へ連絡をく
ださい。
（日程調整・研修内容
の打合せのため）

 謝金・旅費は不要です。


